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中
学
校 

国
語 

 

田
中
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
「
北
町
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
探
究

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
の
三
連
休
に
行
わ
れ
る
「
北
町
商
店
街 

紅
葉
祭
」(

以
下
「
紅
葉
祭
」)

で
、
ク
ラ
ス
で
企
画

し
た
活
動
を
行
い
た
い
と
商
店
街
会
長
の
山
口
さ
ん
に
お
願
い
し
、
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
を
進
め
る
中
で
、

実
行
委
員
に
よ
る
話
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。【
話
合
い
の
一
部
】
と
【
資
料
１
～
３
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。 

 

 

 

           

  

１ 

氏
名 

番 
 

組 
 

年 
 

「紅葉祭」でお客さんに配る「お店マップ」は、

もうすぐ完成しそうです。「お店マップ」を使った

スタンプラリーの準備は順調に進んでいますか。 

 田中さん 

田中さん 

田中さん 

【話合いの一部】 10月 23日（月） 

スタンプラリーのスタンプをどこに置くか、迷っ

ています。候補の場所はいくつか考えたのですが。 

 

勝手に置くわけにはいかないよね。許可が必要か

もしれません。スタンプの置き場については、会長

の山口さんに、相談した方がよいと思います。 

 

それなら、スタンプラリーの賞品についても、相

談できませんか。グループで案が３つ出ているので

すが、決めかねている状態です。 

 

そうですね、山口さんに連絡して相談することに

しよう。直接会って話すのがよさそうですね。 

 

私たちがお店に相談に行くとしたら、平日の放課

後になりますね。 

 

授業が終わってからだと、午後３時 30 分以降が

よいと思います。 

 

以前、山口さんが、「日中は、出張サービスに出て

いることが多い」と話しておられました。山口さん

に都合のよい日を聞いてみよう。 

 

そうですね、名刺をもらっているので、今日のう

ちに、私が山口さんに連絡をとって聞いてみます。 

 

 

鈴木さん 

中村さん 

佐藤さん 

鈴木さん 

中村さん 

佐藤さん 
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【
資
料
１ 

話
合
い
の
後
、
田
中
さ
ん
が
山
口
さ
ん
へ
送
っ
た
メ
ー
ル
】 

                      
宛先 

 

件名 

info@△△△.ne.jp 

 

 「紅葉祭」の事前打ち合わせのお願い 

 

ne.jp 

 

北町商店街 

 会長 山口 正人 様 

 

稲穂中学校２年Ａ組の田中です。 

「紅葉祭」への参加を認めてくださり、ありがとうございます。 

 

今、私たちは、「紅葉祭」を盛り上げるため、準備を進めています。 

クラスでは、商店街のいろいろなお店を紹介する 

「お店マップ」を制作中です。 

 

また、当日は「スタンプラリー」をしたいと思っており、 

スタンプをどこに置くか、 

賞品は何がよいかなどについて検討を重ねています。 

 

そこで、直接お会いして詳しい打ち合せをさせていただきたいと思い、 

連絡しました。 

実行委員の４名でお店にうかがいたいと思います。 

 

 

 

 

メールでお返事いただけると幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

 

*******************************                     

稲穂中学校 ２年Ａ組 田中 花子 

tanaka@□□□□ne.jp 

Ａ 

mailto:info@△△△.ne.jp
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【
資
料
２ 

「
紅
葉
祭
」
当
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
資
料
３ 

「
紅
葉
祭
」
後 

田
中
さ
ん
が
書
い
た
山
口
さ
ん
へ
の
お
礼
状
（
下
書
き
）】 

 

 
 
 
 

 

田
中
さ
ん
の
活
動
記
録
ノ
ー
ト
の
感
想
欄
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                    

 

拝
啓 

大
通
り
の
イ
チ
ョ
ウ
が
す
っ
か
り
黄
金
色
に
色
付
い
て
お
り
ま
す
。 

山
口
様
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の

学
習
の
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
先
日
の
「
紅
葉
祭
」
で
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
日
間
、 

一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

 
    

私
は
、
こ
の
先
も
私
た
ち
の
町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
行
事
等
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

学
習
発
表
会
の
案
内
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
が 

来
る 

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
時
節
柄
、
風
邪
な
ど
引
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

敬
具 

 

 

十
一
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
穂
中
学
校 

二
年
Ａ
組 

 

 

田
中 

花
子 

 

北
町
商
店
街 

 

会
長 

山
口 

正
人 

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          

 

敬
具           

  

Ｂ 

C 

十
一
月
三
日
（
金
・
祝
） 

・
商
店
街
の
皆
さ
ん
が
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
長
の
山
口

さ
ん
は
、
若
い
世
代
が
地
域
の
行
事
に
関
心
を
も
つ
こ
と

が
、
大
切
だ
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
私
も
忙
し
く
て
地
域
の

こ
と
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
感
じ

た
。 

・「
お
店
マ
ッ
プ
」
を
商
店
街
の
入
口
で
配
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
お
店
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
材
し
て
ま
と
め
た
の
で
、
分

か
り
や
す
い
と
お
客
さ
ん
に
好
評
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
協

力
し
て
工
夫
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
嬉
し
か
っ
た
。 

 

十
一
月
四
日(

土) 

・
私
た
ち
の
緊
張
も
解
け
て
、
お
客
さ
ん
や
お
店
の
方
々
と
も 

た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
普
段
あ
ま
り
交
流
の
な

い
地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
り
、
自
分
も
こ
の
地
域
の

一
員
な
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
シ
ー
ト
や
賞
品
が
な
く
な
っ
た
の

で
、
予
定
よ
り
早
く
、
お
昼
過
ぎ
で
終
了
し
た
。
友
達
同
士

や
親
子
で
挑
戦
し
て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、
み

ん
な
の
笑
顔
が
み
ら
れ
た
。
準
備
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

達
成
感
が
あ
っ
た
。 

・
山
口
さ
ん
が
、
学
習
発
表
会
を
見
に
行
く
と
言
っ
て
く
だ
さ

っ
た
。
学
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。 
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一 

【
資
料
１
】
に
あ
る
よ
う
に
、
田
中
さ
ん
が
山
口
さ
ん
に
連
絡
を
と
る
手
段
を
、
今
回
は
「
メ
ー
ル
」
に
し
た
理
由
と
し
て
、

最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

１ 
大
人
に
お
願
い
を
す
る
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
を
す
る
の
が
常
識
だ
と
考
え
た
か
ら
。 

 
 

２ 
残
り
準
備
日
数
の
事
情
に
加
え
、
相
手
の
都
合
を
優
先
し
や
す
い
方
法
が
よ
い
と
考
え
た
か
ら
。 

 
 

３ 

メ
ー
ル
は
写
真
・
画
像
を
送
り
や
す
く
、
一
斉
送
信
が
簡
単
に
で
き
て
便
利
だ
と
考
え
た
か
ら
。 

 
 

４ 

手
紙
や
電
話
等
で
は
特
別
な
感
じ
が
せ
ず
、
自
分
達
の
誠
意
が
伝
わ
り
に
く
い
と
考
え
た
か
ら
。 

  

二 

【
資
料
１
】
の
空
欄
Ａ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
文
を
入
れ
る
と
よ
い
で
す
か
。
実
行
委
員
の
【
話
合
い
の
一
部
】
の
内
容
を
踏
ま

え
て
書
き
な
さ
い
。 

  

三 

田
中
さ
ん
は
、【
資
料
３
】
の
お
礼
状
（
下
書
き
）
を
友
達
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
当
日
印
象
に
残
っ
た
こ
と
や
感
想
を
具
体
的

に
書
い
た
方
が
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
空
欄
Ｂ
に
、

【
資
料
２
】
の
内
容
を
参
考
に
し
て
、
手
紙
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
を
書
き
加
え
な
さ
い
。 

た
だ
し
、
条
件
１
、
２
の
条
件
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
重
線
で
消
し
た

り
、
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

 

条
件
１ 

「
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、」
に
続
け
て
書
く
こ
と
。 

 
 

条
件
２ 

田
中
さ
ん
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 
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※
左
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

          

  

四 

田
中
さ
ん
は
、
さ
ら
に
、
お
礼
状
（
下
書
き
）
を
読
み
返
し
、
推
敲
し
ま
し
た
。【
資
料
３
】
の 

 

線
部
Ｃ
「
来
る
」
を
、
田

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1

中
さ
ん
か
ら
山
口
さ
ん
へ
の
敬
意
が
分
か
る
よ
う
に
、
書
き
直
し
な
さ
い
。 

    
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、 

す
い
こ
う 


